
06くらし塾 きんゆう塾 2022年夏号

監修／ファイナンシャル・プランナー　竹下さくら

奨学金を利用するために
知っておくべきこと

1
A

1
Q

子
ど
も
の
大
学
等
進
学
費
用
と
し
て
奨
学
金
を
利
用
し
た
い
の

で
す
が
、
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

２
０
２
０
年
４
月
に
新
し
い
奨
学
金
制
度
が
導
入
さ
れ
、

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
門
戸
が
大
き
く
開
か
れ
ま
し
た

  

「
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
」（
以
下

「
新
制
度
」
と
い
う
）
の
対
象
と
な
る
奨
学

金
を
運
営
し
て
い
る
の
が
、
文
部
科
学
省
所

管
の
独
立
行
政
法
人
「
日
本
学
生
支
援
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）」
で
す
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
奨
学
金
に
は
、
原
則
と

し
て
返
還
不
要
の
「
給
付
型
奨
学
金
」
と
、

返
還
の
必
要
が
あ
る
「
貸
与
型
奨
学
金
」
の

２
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
給
付
型

奨
学
金
は
、
２
０
２
０
年
３
月
以
前
の
制
度

で
は
、
家
計
、
学
力
に
関
す
る
基
準
が
厳
し

く
、
給
付
の
対
象
と
な
る
の
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
新
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
家

計
と
学
力
に
関
す
る
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま

し
た
。
従
来
、
家
計
の
基
準
は
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
み
で
し
た
が
、「
住
民
税
非
課
税

世
帯
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
世
帯
」
に
対

象
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
世
帯
収

入
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
が
、
両
親
・
本

人
・
中
学
生
の
家
族
４
人
の
給
与
所
得
者
世

帯
の
場
合
、
年
収
約
３
８
０
万
円
程
度
ま
で

が
目
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
学
力
の
基
準
は
、「
①
全
履
修
科

目
の
評
定
平
均
値
が
５
段
階
評
価
で
３
･

５
以
上
」
も
し
く
は
「
②
将
来
、
社
会
で
自

大
学
等
の
入
学
金
や
授
業
料
は
決
し
て

安
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
収
入
が
落
ち
込
ん
だ

家
庭
な
ど
も
あ
り
、
学
ぶ
意
欲
や
能
力
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
状
況
を
理

由
に
進
学
を
た
め
ら
っ
て
い
る
学
生
も
い

る
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
学
生
に
向
け
て
、
文
部
科
学
省

は
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
授
業
料
・
入
学
金

の
減
免
と
給
付
型
奨
学
金
で
学
生
を
支
援

す
る
「
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
」
を

ス
タ
ー
ト
。
併
せ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
家
計
の
急
変
に
対

応
で
き
る
よ
う
運
用
を
拡
充
す
る
形
で
、
同

年
５
月
に
「
学
生
の
〝
学
び
の
支
援
〞
緊
急

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

進学に際して金銭的な不安がある場合に活用したいのが「奨学金制度」です。ここ
では、代表的な奨学金である日本学生支援機構（JASSO）の制度を、Q&A形式でご
紹介します。

2
A

2
Q

新
奨
学
金
制
度
の
「
給
付
型
奨
学
金
」
の

受
給
資
格
基
準
を
教
え
て
く
だ
さ
い

家
計
の
状
況
の
ほ
か
、
学
力
基
準
で
は

高
校
等
の
成
績
だ
け
で
な
く
「
学
ぶ
意
欲
」
も
加
味
さ
れ
ま
す
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給
付
型
奨
学
金
が
利
用
で
き
な
い
、
あ
る

い
は
、
給
付
型
奨
学
金
と
併
用
し
て
追
加
で

奨
学
金
を
利
用
し
た
い
場
合
は
、「
貸
与
型
奨

学
金
」
に
申
し
込
む
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
貸

与
型
奨
学
金
に
は
、
無
利
子
の
「
第
一
種
奨

学
金
」
と
有
利
子
の
「
第
二
種
奨
学
金
」
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
家
計
お
よ
び
学
力

の
基
準
を
満
た
し
た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

家
計
の
基
準
は
、
大
学
進
学
で
、
両
親
・

本
人
・
中
学
生
の
家
族
４
人
の
給
与
所
得
者

世
帯
の
場
合
、
第
一
種
奨
学
金
で
は
年
収
が

約
７
４
７
万
円
ま
で
、
第
二
種
奨
学
金
で
は

同
約
１
１
０
０
万
円
ま
で
、
第
一
種
と
第
二

種
の
併
用
で
は
同
約
６
８
６
万
円
ま
で
が

受
給
対
象
の
目
安
で
す
。

学
力
の
基
準
は
、
第
一
種
奨
学
金
が
「
全

履
修
科
目
の
評
定
平
均
値
が
５
段
階
評
価
で

３
･
５
以
上
」、
第
二
種
奨
学
金
が
「
全
履

修
科
目
の
評
定
平
均
値
が
平
均
水
準
以
上
」

で
す
。
た
だ
し
、
第
一
種
奨
学
金
の
場
合
、

非
課
税
世
帯
の
学
生
等
に
対
し
て
、
基
準
に

達
し
て
い
な
く
て
も
学
ぶ
意
欲
が
あ
れ
ば
対

象
と
す
る
緩
和
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

貸
与
型
奨
学
金
で
受
け
取
れ
る
額
は
、

進
学
す
る
学
校
の
種
別
や
通
学
形
態
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
【
図
表
２
】。
第
一
種
奨

立
し
、
活
躍
す
る
目
標
を
も
っ
て
学
修
す
る

意
欲
を
有
す
る
こ
と
」
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
②
の
学
ぶ
意
欲

も
重
視
さ
れ
る
点
が
従
来
の
制
度
と
の
違

い
で
す
が
、
進
学
後
に
条
件
を
満
た
さ
な
く

な
る
と
、
受
給
途
中
で
も
給
付
が
停
止
・
廃

止
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

給
付
型
奨
学
金
の
額
は
世
帯
年
収
に
応

じ
て
設
定
さ
れ
た
第
Ⅰ
〜
Ⅲ
区
分
や
、
進
学

す
る
学
校
の
種
別
・
通
学
形
態
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

先
の
４
人
世
帯
の
例
で
、
世
帯
年
収

約
２
５
０
万
円
で
本
人
が
自
宅
外
通
学
で

私
立
大
学
に
通
う
場
合
で
は
、
第
I
区

分
（
世
帯
年
収
約
２
７
０
万
円
ま
で
）
に

該
当
し
、
毎
月
７
万
５
８
０
０
円
、
年
間

90
万
９
６
０
０
円
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
【
図
表
１
】。
こ
の
第
Ⅰ
区
分
の

金
額
を
上
限
に
、
第
Ⅱ
区
分
（
世
帯
年
収

約
3
0
0
万
円
ま
で
）
で
は
そ
の
「
約

３
分
の
２
」、
第
Ⅲ
区
分
（
世
帯
年
収
約

3
8
0
万
円
ま
で
）
で
は
そ
の
「
約
３
分

の
１
」
と
金
額
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
例
え
ば
、
世
帯
年
収
約
２
９
０
万

円
の
第
Ⅱ
区
分
の
学
生
が
、
自
宅
外
通
学
で

私
立
大
学
に
通
う
場
合
に
は
、
先
述
の
ケ
ー

ス
の
「
約
３
分
の
２
」
に
あ
た
る
、
毎
月

５
万
６
０
０
円
、
年
間
60
万
７
２
０
０
円
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
※
①
）。

給
付
型
奨
学
金
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、

併
せ
て
「
入
学
金
・
授
業
料
の
減
免
」
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
年
額
は
【
図

表
１
】
の
通
り
で
、
給
付
型
奨
学
金
と
合
計

す
る
と
、
第
Ⅰ
区
分
の
学
生
（
私
立
大
学
・

自
宅
外
）
の
場
合
、
年
間
１
８
６
万
円
以
上

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※
①
ご
自
身
が
、
ど
の
区
分
に
入
り

ど
れ
く
ら
い
の
支
給
対
象
に
な

り
そ
う
か
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の

進
学
資
金
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　　　　　　　進学先
奨学金の
種類等

大学 短期大学・専修学校（専門課程）
国公立 私立 国公立 私立

自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学

第一種
奨学金

最高月額 45,000円 51,000円 54,000円 64,000円 45,000円 51,000円 53,000円 60,000円

最高月額
以外の月額 30,000円

20,000円

40,000円
30,000円
20,000円

40,000円
30,000円
20,000円

50,000円
40,000円
30,000円
20,000円

30,000円
20,000円

40,000円
30,000円
20,000円

40,000円
30,000円
20,000円

50,000円
40,000円
30,000円
20,000円

第二種奨学金 20,000円～120,000円（10,000円単位）

【図表２】貸与型奨学金の貸与月額

（出所）  独立行政法人日本学生支援機構ホームページ「貸与奨学金（返済必要）」を基に監修者作成

※進学先、通学形態によって定められている上表の金額から選択し、原則毎月１回、卒業まで振り込まれる。また、給付型奨学金と
併せて第一種奨学金を利用する場合は、第一種奨学金の貸与月額が調整される。第二種奨学金で12万円を選択すると、私立大学の
医学・歯学課程の場合は4万円、私立大学の薬学・獣医学課程の場合2万円の増額ができる。

（出所）  文部科学省「高等教育の修学支援新制度」を基に監修者作成

【図表1】 給付型奨学金の支給月額と入学金・授業料の免除・減額の年額（住民税非
課税世帯〈第Ⅰ区分〉の場合）

区　分 自宅通学 自宅外通学

大学・短期大学・専門学校 国公立 29,200円（33,300円） 66,700円
私立 38,300円（42,500円） 75,800円

高等専門学校
（4年・5年）

国公立 17,500円（25,800円） 34,200円
私立 26,700円（35,000円） 43,300円

国公立 私立
入学金 授業料 入学金 授業料

大学 約28万円 約54万円 約26万円 約70万円
短期大学 約17万円 約39万円 約25万円 約62万円

高等専門学校 約  8万円 約23万円 約13万円 約70万円
専修学校（専門課程） 約  7万円 約17万円 約16万円 約59万円

※「入学金」の免除・減額を受けられるのは、入学後3カ月以内に申請して支援対象となった学生等。
夜間部や通信教育課程の場合は、これとは別の額になる。

給
付
型
奨
学
金
の

支
給
月
額

入
学
金
・
授
業
料
の

免
除
・
減
額
の
年
額

※生活保護世帯で自宅から通学する人および児童養護施設等から通学する人は、カッコ内の金額となる。

3
A

3
Q

貸
与
型
奨
学
金
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
か

利
子
が
付
か
な
い
「
第
一
種
奨
学
金
」
と

利
子
が
付
く
「
第
二
種
奨
学
金
」
が
あ
り
ま
す
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4
A

4
Q

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
奨
学
金
を
利
用
す
る
に
は
、

い
つ
頃
申
込
み
が
必
要
で
す
か

申
込
み
時
期
は
高
校
３
年
生
の
春
か
ら
で
す
。

事
前
準
備
は
早
め
に
始
め
ま
し
ょ
う

5
A

5
Q

借
入
額
の
目
安
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か

必
要
最
低
限
の
金
額
を
借
り
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

貸
与
型
奨
学
金
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、

将
来
の
返
還
額
を
把
握
し
、
想
定
収
入
か

ら
返
還
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
、
逆

算
し
て
考
え
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

例
え
ば
、
毎
月
３
万
円
を
４
年
間
、
第

二
種
奨
学
金
で
借
り
た
場
合
、
利
子
を
含
む

返
還
総
額
は
約
１
４
７
万
７
６
７
０
円
と
な

り
、
13
年
か
け
て
毎
月
約
９
４
７
１
円
ず
つ

不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、
第
1
回
の
予
約
採
用
の
機
会
を
逃
さ

な
い
よ
う
に
心
が
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、「
ま
だ
志
望
校
が
決
ま
っ
て
い
な

い
」
な
ど
の
理
由
で
、
第
1
回
の
予
約
採
用

へ
の
申
込
み
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
予
約
採
用
で
申

し
込
ん
だ
各
奨
学
金
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど

は
、
大
学
入
学
後
に
進
学
届
を
提
出
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
変
更
、
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
進
路
が
確
定
し

て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
必
要
最
大
限
の

奨
学
金
を
第
1
回
の
予
約
採
用
で
申
し
込

ん
で
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

第
１
回
の
予
約
採
用
で
申
込
み
が
で
き

な
か
っ
た
人
を
対
象
に
、
秋
に
は
第
2
回

の
予
約
採
用
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
給
付
型
奨
学
金
の
対
象
と
な
っ

た
場
合
、
大
学
へ
の
入
学
後
に
、
授
業
料
・

入
学
金
の
免
除
を
学
校
へ
申
し
込
む
必
要

が
あ
る
た
め
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

奨
学
金
を
上
手
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、

早
め
に
動
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
高
校
2
年

生
の
後
半
か
ら
、
文
部
科
学
省
や
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｓ
Ｏ
の
サ
イ
ト
で
情
報
収
集
を
行
う
な
ど
、

事
前
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
【
図
表
３
】。

高
校
３
年
生
に
な
り
、
学
校
で
奨
学
金

の
説
明
会
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
の
開
催
が
あ

れ
ば
、
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｓ
Ｏ
の
奨
学
金
の
場
合
、
高
校
３
年
生
の

時
点
で
申
込
手
続
き
を
す
る
「
予
約
採
用
」

と
、進
学
後
に
手
続
き
を
す
る
「
在
学
採
用
」

が
あ
り
ま
す
が
、
４
月
下
旬
か
ら
予
約
採

用
の
「
第
1
回
申
込
み
」
が
始
ま
り
ま
す
。

申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行

い
ま
す
が
、
申
込
み
後
1
週
間
以
内
に
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
係
の
書
類

を
送
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

早
め
に
申
し
込
め
ば
、
そ
の
分
選
考
結
果

が
早
く
分
か
り
、
進
学
後
の
お
金
に
関
す
る

学
金
の
場
合
、
私
立
大
学
に
進
学
し
、
自

宅
外
か
ら
通
う
学
生
な
ら
、
最
大
で
月
額

6
万
４
０
０
０
円
、
４
年
間
で
約
３
０
７
万

円
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
一

般
的
な
私
立
大
学
の
授
業
料
の
大
半
に
相

当
す
る
金
額
で
す
。
一
方
、
第
二
種
奨
学
金

で
は
、
月
額
２
万
〜
12
万
円
か
ら
1
万
円
単

位
で
選
択
し
、
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
貸
与
型
奨
学
金
の
申
込
時
に
は
、

返
還
方
法
を「
所
得
連
動
返
還
方
式
」と「
定

額
返
還
方
式
」
か
ら
選
択
し
ま
す
。
所
得
連

動
返
還
方
式
は
、
毎
月
の
返
済
額
が
前
年
の

所
得
に
連
動
し
て
決
ま
る
タ
イ
プ
で
す
。
収

入
が
減
る
と
返
還
額
も
少
な
く
設
定
さ
れ

る
た
め
、
無
理
な
く
返
還
が
で
き
ま
す
が
、

こ
ち
ら
を
選
択
で
き
る
の
は
第
一
種
奨
学

金
の
み
で
す
。
第
二
種
奨
学
金
の
場
合
は
、

毎
月
同
じ
額
を
返
還
す
る
定
額
返
還
方
式

と
決
ま
っ
て
い
ま
す
（
令
和
4
年
度
）。

さ
ら
に
、
第
二
種
奨
学
金
の
場
合
、
返
還

利
率
が
固
定
の
「
利
率
固
定
方
式
」
と
、
お

お
む
ね
５
年
ご
と
に
利
率
を
見
直
す
「
利
率

見
直
し
方
式
」の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
ま
す
。

な
お
、
貸
与
奨
学
金
を
利
用
す
る
場
合

は
、
保
証
機
関
に
よ
る
「
機
関
保
証
」
ま
た

は
親
族
に
よ
る
「
人
的
保
証
（
※
②
）」
が

必
要
と
な
る
点
も
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
②
連
帯
保
証
人
（
原
則
、
父
母
）
お
よ
び

保
証
人
（
原
則
お
じ
・
お
ば
等
）
に
自
ら

が
依
頼
し
、
そ
の
人
に
よ
る
保
証
を
受
け

ま
す
。「
所
得
連
動
返
還
方
式
」
を
選
択
す

る
と
、
人
的
保
証
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

秋～冬 通知 JASSO
支援の対象になると通知が届く（採用候補者決定通知）。
JASSOから給付型奨学金の支援対象として認められた人は、進学後に別途
申し込むことで、大学等の授業料・入学金の支援も受けられる。

事前に 準備 本人
文部科学省やJASSOのサイトで、制度の詳しい内容を確認する。
対象になりそうであれば学校から申込書類をもらう。

春（秋） 奨学金
申込み

インターネットで申し込み、マイナンバー（本人分・生計維持者分）を
JASSOに提出する。また、申込書類を学校に提出する。本人

進学年の
4月～ 支援の

開始 学校
JASSO 奨学金の最初の振込みは4月または5月。授業料や入学金も減免される。

進学届
減免申込み

支援の対象になる大学に入学したら、インターネットで進学届を提出する。
授業料・入学金の減免は、進学先の学校へ申し込む。本人

【図表３】JASSOの奨学金を利用する場合の主なスケジュール

※申込期間は学校によって異なる。給付型奨学金（予約採用）の申込期間は高校に、授業料・入学金の減免の申
込期間は進学先の学校に、それぞれ確認する。

（出所）  独立行政法人日本学生支援機構「給付貸与奨学金早わかりガイド」を基に監修者作成
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貸
与
型
奨
学
金
を
借
り
た
場
合
、
計
画

を
立
て
て
返
還
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
と
は
い
え
、
不
測
の
事
態
で
返
還
が

困
難
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

う
し
た
際
に
活
用
し
た
い
の
が
「
減
額
返

還
制
度
」
や
「
返
還
期
限
猶
予
制
度
」
で

す
【
図
表
５
】。

   

「
減
額
返
還
制
度
」
で
は
、
一
定
の
所
得

基
準
を
満
た
し
た
場
合
に
、
毎
月
返
還
す

る
月
額
を
２
分
の
１
ま
た
は
３
分
の
１
に

減
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
月
の
返

還
額
を
減
ら
し
た
分
、
返
還
期
間
は
延
び

ま
す
が
、
災
害
や
病
気
、
失
業
な
ど
の
理

由
か
ら
月
々
の
返
還
が
難
し
く
な
っ
た
場

合
で
も
、
延
滞
す
る
こ
と
な
く
計
画
的
に

返
還
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

   

「
返
還
期
限
猶
予
制
度
」
で
は
、
一
定
の

所
得
基
準
を
満
た
し
た
場
合
に
、
返
還
を

停
止
し
先
送
り
す
る
こ
と
で
、
延
滞
に
陥

る
こ
と
を
回
避
で
き
ま
す
。
手
続
き
の
結

果
、
返
還
期
間
は
延
長
さ
れ
る
も
の
の
、

利
子
を
含
め
返
還
総
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
制
度
を
活
用
せ
ず
に
返
還
を

３
カ
月
以
上
延
滞
し
て
し
ま
う
と
、
個
人

信
用
情
報
機
関
へ
の
登
録
に
延
滞
の
事
実

が
記
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
っ

た
ん
延
滞
の
事
実
が
載
っ
て
し
ま
う
と
、

返
還
完
了
後
も
５
年
間
は
登
録
さ
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

延
滞
の
事
実
が
載
る
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
が
使
え
な
く
な
っ
た
り
、
住
宅
ロ
ー
ン

や
自
動
車
ロ
ー
ン
な
ど
が
組
め
な
く
な
っ

た
り
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
奨
学
金
返

還
の
延
滞
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。

以
上
の
Q
&
A
で
見
て
き
た
知
識
な
ど
、「
お
金
の
知
恵
」
が
学
べ
る

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
「
マ
ネ
ビ
タ
」
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。「
お
金
を

借
り
る
」
分
野
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
「
奨
学
金
」
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
是
非
受
講
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【図表5】返還が難しいときのための二つの救済制度

減額返還制度

減額すれば返還を継続できるという人のために、月々の返還金額を1/2または1/3に減
らし、その分返還期間を延長する方法がある。ただし、返還総額が減額されるもので
はない。また、延滞している場合は使用できない。1年ごとに申請し、最長15年まで
適用可能。

返還期限猶予制度

月々の返還を猶予（先送り）することができる。その分、返還完了までの期間が延長
される。1年ごとに申請し、最長10年まで適用可能（返還すべき元金や利子の総額は
変わらない）。第一種奨学金（利子が付かない）については、奨学金申込み時の世帯
収入が300万円以下の場合、特例として期間に制限なく返還を延期することができる
（収入基準を満たす場合のみ適用。要申請）。

（出所）  文部科学省「日本学生支援機構貸与型奨学金（無利子・有利子）における返還支援
制度」を基に監修者作成

※所得連動返還方式では所得に応じて返還月額が設定されるため、減額返還制度の適
用はない。

猶予期間の分だけ
返還期間が延びる

最初の
返還金額と期間

延長

一定期間を
猶予

最初の
返還金額と期間

月々の返還金額が減る分、
返還期間が延びる

延長

減額

返
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
毎
月

10
万
円
を
４
年
間
借
り
た
場
合
に
は
、
利
子

を
含
む
総
返
還
額
は
約
４
９
８
万
９
１
０
９

円
、
20
年
か
け
て
毎
月
約
２
万
7
8
8
円
ず

つ
返
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す（
J
A
S
S
O

奨
学
金
返
還
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
使
い
、

利
率
固
定
方
式
、
２
０
２
２
年
3
月
貸
与
終

了
者
の
利
率
０
・
37
％
で
計
算
）。

で
は
、
そ
の
金
額
が
返
還
可
能
か
ど
う

か
、【
図
表
４
】
の
例
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
例
で
は
毎
月
１
万
6
０
０
０
円
程
度

が
返
還
可
能
な
金
額
に
な
り
、
毎
月
10
万

円
を
4
年
間
借
り
た
場
合
の
返
還
は
厳
し

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
返
還
は
長
く
続
く

こ
と
も
意
識
し
つ
つ
、
借
入
額
は
必
要
最
低

限
に
し
て
不
足
分
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
補
う

な
ど
、
将
来
無
理
な
く
返
還
で
き
る
範
囲
の

金
額
を
借
り
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【図表4】新入社員の家計イメージ（月収21万円の場合）

（出所） 総務省統計局「家計調査（家計収支編）2021年度」および厚生労働省「令和元年賃金構造基
本統計調査（初任給）の概況」を基に監修者作成

食料  3万6,000円

住居  5万1,000円

光熱・水道  7,600円
家具・家事用品  7,000円
被服および履物  6,600円

保健医療  4,700円

交通・通信 2万円

教養娯楽・教育
1万9,000円

奨学金の返還に
回すことができるのは
1万6,000円程度

手取り
16万8,000円

※手取り額は月収の80%で計算

6
A

6
Q

返
還
が
難
し
く
な
っ
た
場
合
、
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か

猶
予
制
度
・
延
長
制
度
な
ど
の
仕
組
み
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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